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　　　　・行政監査…法令が定める最低基準を
　　　　　　　　　　　　 満たしているかを定期的に
　　 　　　　 　 　　　　確認するもの。 事業者

　　　　・第三者評価…サービスの質に着目し
　　　　　　　　　　 　　　現在どのレベルにあるか 　　評価の実施
　　　　　　　　　　　　　 また改善すべき点はどこ　　　　　　　　　　　　書面調査　…　自己評価及び提出資料の分析

　　　利用者調査　…　アンケート又は聞き取りによる調査・分析
　　　　　　　　　　 　　　かを明らかにすることに 　　　訪問調査　…　評価基準に基づき面接調査を実施
　　　　　　　　　　　　　 より、福祉サービスの質 　　　　　　　　　　 　　管理者や職員へのヒアリング
                           の向上を図ることを期待 　　　　　　　　　 　　　文書や記録等の確認
　　　　　 　　　　　　　　するもの。

　　　　　　第三者評価とは…提供されている「福祉サービスの質」に焦点を当て、主に福祉サービスの提供体制とその

　　　　　実際に行っているかがわからなかった。

　　　◎まとめ

向けて改善を実施

評価結果を県へ報告

　　　　　  ・第三者評価の流れ　　　（※資料を配布済み）

評価結果の自主公表
サービスの質の向上 受審事業者の同意を

　　得て結果公表

　　　　　　・現在、外部評価は行っていないが、サービスの質の向上・改善のために行うことはとても良いと思う。
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疑問点が多かったものについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　2名以上でチームを作り一貫して評価にあたる。

    　　　　　[ 第三者評価の主な流れ]

評価機関
　　　　　　　　契約締結

　　　　　　　　　　　　　　　　　 取組について評価を行うこと。

            誰が評価を行うのか…それぞれの専門分野で一定の経験や資格を有し、且つ評価調査養成研修を修了した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者が調査者となる。

　　1.支援終了時には職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点

はい　

いいえ
分からない

　　　・帰り時間がまちまちで、終了時の職員間の打ち合わせは難しい。
　　　・支援終了時には時間の関係で出来ないが、翌日には取り入れている。

　　　・終了時の打ち合わせは行っていないが、気付いた点を報告するようにしている。

 　　◎まとめ
　　　　　　・支援終了時は難しいため、翌日の会議時に取り入れているという事を確認した。

どちらともいえない
　　[ご意見]

　　　 等を共有しているか。

　　　　（終了時に報告できない時は、次の日の会議の時に報告している。）

　　　[ご意見]
　　　　・第三者による外部評価については昨年説明し

　　２.第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。
はい

※定期的に評価を実施
※受審は任意だが、サービス事業者には自己評価の実施等の
　 責任があり、積極的な受審が望まれる。

いいえ
　　　　　ていただきよく理解できているが、外部評価を
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どちらともいえない
いいえ

　　　　

　　　　・医療機関の名称等、一人一人のものを保管してある。

　　　◎まとめ

はい

　　　６.放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の無い子どもと活動する機会があるか。

どちらともいえない

分からない 　　　　　・研修がある時は参加していると思う。

　　 ◎まとめ
　　　　　　・研修等に参加している。

　　　　　　・現在、医療的ケアが必要なご利用者がいないが、一人一人のかかりつけ医等記録し保存してある。
　　　　　　・すどうクリニックが委託医になっている。

　　　◎まとめ
　　　　　　・ケース会議等で必要に応じて情報提供はしているが、支援経過記録を開示したことはない。

     4.医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子どもの主治医等と連絡体制を整えているか。
はい

分からない 　　　　　なし

　　　[ご意見]

はい 　　　[ご意見]

　　　 での支援内容等の情報を提供する等しているか。
    ３.学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それま

　　　　[ご意見]
      　　・デイサービス利用の高齢者との交流有り。

いいえ
分からない

　　　　・現在、医療的ケアが必要なお子さんを預かっていない。
　　　　・現在対象となるご利用者はいない。

　　　５.児童発達支援センター（ひまわり学園）、子ども発達相談室や発達障害者支援センター（ライズ=はま
　　　　　ぐみ内）等の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか。

いいえ 　　　 [ご意見]

　　　 　 ・交流を持つ事で、人として大切なことをお互いに伝え合うことが出来たらと
　　　　　　思うが、なかなか機会がない。高齢者との交流はたくさんあるので、そこで
　　　　　　良い関わりが出来ると思う。

　　 ◎まとめ
　　　　　・必要性はあるが、今のところは一緒に活動する機会がない。


